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(57)【要約】

【課題】剥離後のカバーテープの粘着部がテープ通路上

の部材に付着することを防止してカバーテープをスムー

ズに排出させることができるテープフィーダ及びテープ

フィーダにおけるカバーテープ剥離方法を提供すること

を目的とする。

【解決手段】テープ通路上を走行するキャリアテープ１

７に対し、ベーステープ２１とカバーテープ２２の間に

剥離部材３７の先端部を割り入らせてベーステープ２１

からカバーテープ２２の幅方向の一方の端部を分離させ

（分離工程）、先端部によってベーステープ２１から分

離させたカバーテープ２２の一方の端部を下方に押し下

げた後にカバーテープ２２をその幅方向に押圧して他方

の端部側に寄せていく（押圧工程）。押圧工程でカバー

テープ２２を他方の端部側に寄せていく際、剥離部材３

７の凹面部４５において、カバーテープ２２の一方の端

部側の部分をカバーテープ２２の下面側でロールさせる

。

【選択図】図１４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 部 品 収 納 部 に 部 品 を 収 納 し た ベ ー ス テ ー プ の 上 面 に 前 記 部 品 収 納 部 を 覆 う カ バ ー テ ー プ

の 幅 方 向 の 両 端 部 が 貼 着 さ れ て 構 成 さ れ る キ ャ リ ア テ ー プ を テ ー プ 通 路 上 で 走 行 さ せ 、 前

記 テ ー プ 通 路 上 に 設 け た 剥 離 部 材 に よ り 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ ー プ を 剥 離 さ

せ て 前 記 部 品 収 納 部 を 開 放 す る テ ー プ フ ィ ー ダ で あ っ て 、

　 前 記 剥 離 部 材 は 、

　 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 ベ ー ス テ ー プ と 前 記 カ バ

ー テ ー プ の 間 に 割 り 入 っ て 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ ー プ の 幅 方 向 の 一 方 の 端 部

を 分 離 さ せ る 先 端 部 と 、

　 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 先 端 部 に よ っ て 前 記 ベ ー

ス テ ー プ か ら 分 離 さ せ た 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方 の 端 部 を 下 方 に 押 し 下 げ た 後 に 前 記

カ バ ー テ ー プ を そ の 幅 方 向 に 押 圧 し て 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ て い く 押 圧 面 と 、

　 前 記 押 圧 面 に よ っ て 前 記 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ ら れ る 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方 の 端 部

側 の 部 分 を そ の 下 面 側 で ロ ー ル さ せ る 凹 面 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る テ ー プ フ ィ ー ダ

。

【 請 求 項 ２ 】

　 部 品 収 納 部 に 部 品 を 収 納 し た ベ ー ス テ ー プ の 上 面 に 前 記 部 品 収 納 部 を 覆 う カ バ ー テ ー プ

の 幅 方 向 の 両 端 部 が 貼 着 さ れ て 構 成 さ れ る キ ャ リ ア テ ー プ を テ ー プ 通 路 上 で 走 行 さ せ 、 前

記 テ ー プ 通 路 上 に 設 け た 剥 離 部 材 に よ り 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ ー プ を 剥 離 さ

せ て 前 記 部 品 収 納 部 を 開 放 す る テ ー プ フ ィ ー ダ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 ベ ー ス テ ー プ と 前 記 カ バ

ー テ ー プ の 間 に 前 記 剥 離 部 材 の 先 端 部 を 割 り 入 ら せ て 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ

ー プ の 幅 方 向 の 一 方 の 端 部 を 分 離 さ せ る 分 離 工 程 と 、

　 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 先 端 部 に よ っ て 前 記 ベ ー

ス テ ー プ か ら 分 離 さ せ た 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方 の 端 部 を 下 方 に 押 し 下 げ た 後 に 前 記

カ バ ー テ ー プ を そ の 幅 方 向 に 押 圧 し て 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ て い く 押 圧 工 程 と を 含 み 、

　 前 記 押 圧 工 程 で 前 記 カ バ ー テ ー プ を 前 記 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ て い く 際 、 前 記 剥 離 部 材 の

凹 面 部 に お い て 、 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方 の 端 部 側 の 部 分 を 前 記 カ バ ー テ ー プ の 下 面

側 で ロ ー ル さ せ る こ と を 特 徴 と す る テ ー プ フ ィ ー ダ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 キ ャ リ ア テ ー プ を 走 行 さ せ て 所 定 の 部 品 供 給 位 置 に 部 品 を 供 給 す る テ ー プ フ

ィ ー ダ 及 び テ ー プ フ ィ ー ダ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 基 板 に 部 品 を 実 装 す る 部 品 実 装 装 置 で は 、 部 品 の 供 給 装 置 と し て キ ャ リ ア テ ー プ を 部 品

供 給 媒 体 と す る テ ー プ フ ィ ー ダ が 多 用 さ れ る 。 キ ャ リ ア テ ー プ は 、 部 品 収 納 部 に 部 品 を 収

納 し た ベ ー ス テ ー プ の 上 面 に 、 部 品 収 納 部 を 覆 う カ バ ー テ ー プ の 幅 方 向 の 両 端 部 が 貼 着 さ

れ た 構 成 を 有 す る 。 テ ー プ フ ィ ー ダ は 、 テ ー プ 通 路 上 で キ ャ リ ア テ ー プ を 走 行 さ せ 、 テ ー

プ 通 路 上 に 設 け た 剥 離 部 材 に よ っ て ベ ー ス テ ー プ か ら カ バ ー テ ー プ を 剥 離 さ せ る こ と に よ

っ て 、 部 品 収 納 部 を 開 放 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な テ ー プ フ ィ ー ダ の 一 種 と し て 、 オ ー ト ロ ー ド 型 の テ ー プ フ ィ ー ダ が 知 ら れ て

い る 。 オ ー ト ロ ー ド 型 の テ ー プ フ ィ ー ダ は 、 作 業 者 に よ っ て 挿 入 さ れ た キ ャ リ ア テ ー プ を

自 動 で 引 き 込 ん で ロ ー ド し 、 キ ャ リ ア テ ー プ を 走 行 さ せ る 。 剥 離 部 材 は テ ー プ 通 路 上 を 走

行 す る キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 ベ ー ス テ ー プ と カ バ ー テ ー プ の 間 に 先 端 部 を 割 り 入 ら せ て

カ バ ー テ ー プ の 一 方 の 端 部 を ベ ー ス テ ー プ か ら 剥 離 さ せ て 部 品 収 納 部 を 開 放 す る 。 こ の た

め 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ は ベ ー ス テ ー プ 上 に 残 り 、 カ バ ー テ ー プ は ベ ー ス テ ー プ と 一 緒 に
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テ ー プ フ ィ ー ダ か ら 排 出 さ れ る 。 こ の と き カ バ ー テ ー プ の ベ ー ス テ ー プ か ら 剥 離 さ せ た 側

の 粘 着 部 が テ ー プ 通 路 上 の 部 材 に 付 着 し な い よ う に す る た め 、 一 旦 剥 離 さ せ た カ バ ー テ ー

プ を 部 品 収 納 部 の 開 放 後 に 再 度 元 の 状 態 （ 部 品 収 納 部 を 覆 う 状 態 ） に 復 帰 さ せ る よ う に し

て い る も の も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ４ ／ ０ １ ６ ９ ８ ０ 号

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た テ ー プ フ ィ ー ダ で は 、 ベ ー ス テ ー プ か ら 剥

離 さ せ た カ バ ー テ ー プ は 粘 着 部 を 外 側 に 晒 し た 状 態 で 一 定 距 離 を 進 行 す る た め 、 粘 着 部 が

テ ー プ 通 路 上 の 部 材 に 付 着 す る こ と を 完 全 に は 防 止 し 難 い と い う 問 題 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ の 粘 着 部 が テ ー プ 通 路 上 の 部 材 に 付 着 す る こ と

を 防 止 し て カ バ ー テ ー プ を ス ム ー ズ に 排 出 さ せ る こ と が で き る テ ー プ フ ィ ー ダ 及 び テ ー プ

フ ィ ー ダ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の テ ー プ フ ィ ー ダ は 、 部 品 収 納 部 に 部 品 を 収 納 し た ベ ー ス テ ー プ の 上 面 に 前 記 部

品 収 納 部 を 覆 う カ バ ー テ ー プ の 幅 方 向 の 両 端 部 が 貼 着 さ れ て 構 成 さ れ る キ ャ リ ア テ ー プ を

テ ー プ 通 路 上 で 走 行 さ せ 、 前 記 テ ー プ 通 路 上 に 設 け た 剥 離 部 材 に よ り 前 記 ベ ー ス テ ー プ か

ら 前 記 カ バ ー テ ー プ を 剥 離 さ せ て 前 記 部 品 収 納 部 を 開 放 す る テ ー プ フ ィ ー ダ で あ っ て 、 前

記 剥 離 部 材 は 、 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 ベ ー ス テ ー

プ と 前 記 カ バ ー テ ー プ の 間 に 割 り 入 っ て 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ ー プ の 幅 方 向

の 一 方 の 端 部 を 分 離 さ せ る 先 端 部 と 、 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に

対 し 、 前 記 先 端 部 に よ っ て 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 分 離 さ せ た 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方

の 端 部 を 下 方 に 押 し 下 げ た 後 に 前 記 カ バ ー テ ー プ を そ の 幅 方 向 に 押 圧 し て 他 方 の 端 部 側 に

寄 せ て い く 押 圧 面 と 、 前 記 押 圧 面 に よ っ て 前 記 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ ら れ る 前 記 カ バ ー テ ー

プ の 前 記 一 方 の 端 部 側 の 部 分 を そ の 下 面 側 で ロ ー ル さ せ る 凹 面 部 と を 備 え た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の テ ー プ フ ィ ー ダ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 は 、 部 品 収 納 部 に 部 品 を 収 納 し

た ベ ー ス テ ー プ の 上 面 に 前 記 部 品 収 納 部 を 覆 う カ バ ー テ ー プ の 幅 方 向 の 両 端 部 が 貼 着 さ れ

て 構 成 さ れ る キ ャ リ ア テ ー プ を テ ー プ 通 路 上 で 走 行 さ せ 、 前 記 テ ー プ 通 路 上 に 設 け た 剥 離

部 材 に よ り 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ ー プ を 剥 離 さ せ て 前 記 部 品 収 納 部 を 開 放 す

る テ ー プ フ ィ ー ダ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 で あ っ て 、 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る

前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 ベ ー ス テ ー プ と 前 記 カ バ ー テ ー プ の 間 に 前 記 剥 離 部 材 の

先 端 部 を 割 り 入 ら せ て 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 前 記 カ バ ー テ ー プ の 幅 方 向 の 一 方 の 端 部 を 分

離 さ せ る 分 離 工 程 と 、 前 記 テ ー プ 通 路 上 を 走 行 す る 前 記 キ ャ リ ア テ ー プ に 対 し 、 前 記 先 端

部 に よ っ て 前 記 ベ ー ス テ ー プ か ら 分 離 さ せ た 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方 の 端 部 を 下 方 に

押 し 下 げ た 後 に 前 記 カ バ ー テ ー プ を そ の 幅 方 向 に 押 圧 し て 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ て い く 押 圧

工 程 と を 含 み 、 前 記 押 圧 工 程 で 前 記 カ バ ー テ ー プ を 前 記 他 方 の 端 部 側 に 寄 せ て い く 際 、 前

記 剥 離 部 材 の 凹 面 部 に お い て 、 前 記 カ バ ー テ ー プ の 前 記 一 方 の 端 部 側 の 部 分 を 前 記 カ バ ー

テ ー プ の 下 面 側 で ロ ー ル さ せ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ の 粘 着 部 が テ ー プ 通 路 上 の 部 材 に 付 着 す る こ と

を 防 止 し て カ バ ー テ ー プ を ス ム ー ズ に 排 出 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 実 装 ラ イ ン の 構 成 を 基 板 の 流 れ と と も に 示 す

図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 実 装 ラ イ ン が 備 え る 部 品 実 装 装 置 の 側 面 図

【 図 ３ 】 （ ａ ） （ ｂ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 実 装 装 置 が 備 え る テ ー プ フ ィ ー

ダ が 使 用 す る キ ャ リ ア テ ー プ を 示 す 図

【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 実 装 装 置 が 備 え る テ ー プ フ ィ ー ダ の 側 面 図

【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 実 装 装 置 が 備 え る テ ー プ フ ィ ー ダ の 側 面 図

【 図 ６ 】 （ ａ ） （ ｂ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 実 装 装 置 が 備 え る テ ー プ フ ィ ー

ダ に よ り キ ャ リ ア テ ー プ を 走 行 さ せ て い る 状 態 を 示 す 図

【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥 離 部 材 の 斜 視 図

【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ の 断 面 平 面 図

【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥 離 部 材 の 一 部 の 斜 視 図

【 図 １ ０ 】 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥

離 部 材 の 端 面 図

【 図 １ １ 】 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥

離 部 材 の 端 面 図

【 図 １ ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥

離 部 材 に よ り キ ャ リ ア テ ー プ の ベ ー ス テ ー プ か ら カ バ ー テ ー プ が 剥 離 さ れ て い る 状 態 を 示

す 断 面 平 面 図

【 図 １ ３ 】 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥

離 部 材 に よ り キ ャ リ ア テ ー プ の ベ ー ス テ ー プ か ら カ バ ー テ ー プ が 剥 離 さ れ て い る 状 態 を 示

す 端 面 図

【 図 １ ４ 】 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥

離 部 材 に よ り キ ャ リ ア テ ー プ の ベ ー ス テ ー プ か ら カ バ ー テ ー プ が 剥 離 さ れ て い る 状 態 を 示

す 端 面 図

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ が 備 え る 剥 離 部 材 に よ り キ ャ リ

ア テ ー プ の ベ ー ス テ ー プ か ら カ バ ー テ ー プ が 剥 離 さ れ て い る 状 態 を 示 す 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の

形 態 に お け る 部 品 実 装 ラ イ ン １ の 構 成 を 示 し て い る 。 部 品 実 装 ラ イ ン １ は 上 流 工 程 側 か ら

印 刷 装 置 ２ 、 部 品 実 装 装 置 ３ 及 び リ フ ロ ー 炉 ４ を 備 え て お り 、 基 板 Ｐ Ｂ に 部 品 Ｐ Ｔ が 実 装

さ れ た 実 装 基 板 Ｊ Ｋ を 製 造 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 部 品 実 装 ラ イ ン １ に お い て 、 印 刷 装 置 ２ は 、 図 示 し な い 基 板 供 給 部 か ら 供 給 さ れ る 基 板

Ｐ Ｂ を 搬 入 し 、 基 板 Ｐ Ｂ 上 に 設 け ら れ た 電 極 Ｄ Ｋ に 半 田 Ｓ Ｄ を 印 刷 す る 。 印 刷 装 置 ２ は 基

板 Ｐ Ｂ に 半 田 Ｓ Ｄ を 印 刷 し た ら 、 そ の 基 板 Ｐ Ｂ を 下 流 工 程 側 の 部 品 実 装 装 置 ３ に 搬 出 す る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 部 品 実 装 装 置 ３ は 印 刷 装 置 ２ か ら 搬 出 さ れ た 基 板 Ｐ Ｂ を 搬 入 し 、 印 刷 装 置 ２ に よ っ て 半

田 Ｓ Ｄ が 印 刷 さ れ た 電 極 Ｄ Ｋ に 部 品 Ｐ Ｔ を 実 装 す る 部 品 実 装 作 業 を 行 う 。 部 品 実 装 装 置 ３

は 、 基 板 Ｐ Ｂ の 電 極 Ｄ Ｋ に 部 品 Ｐ Ｔ を 実 装 し た ら 、 そ の 基 板 Ｐ Ｂ を 下 流 工 程 側 の リ フ ロ ー

炉 ４ に 搬 出 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 リ フ ロ ー 炉 ４ は 部 品 実 装 装 置 ３ か ら 搬 出 さ れ た 基 板 Ｐ Ｂ を 受 け 取 り 、 基 板 Ｐ Ｂ を 搬 送 し

て 炉 内 を 進 行 さ せ な が ら 半 田 Ｓ Ｄ の リ フ ロ ー を 行 う 。 リ フ ロ ー に よ っ て 半 田 Ｓ Ｄ が 固 化 し

た 基 板 Ｐ Ｂ は 実 装 基 板 Ｊ Ｋ と し て リ フ ロ ー 炉 ４ か ら 搬 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 の 部 品 実 装 ラ イ ン １ に お い て 、 部 品 実 装 装 置 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
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基 台 １ １ 、 基 板 搬 送 部 １ ２ 、 部 品 実 装 部 １ ３ 及 び 部 品 供 給 部 １ ４ を 備 え て い る 。 図 ２ に お

い て 、 基 板 搬 送 部 １ ２ は 基 台 １ １ 上 を 作 業 者 Ｏ Ｐ か ら 見 た 左 右 方 向 に 延 び る 一 対 の ベ ル ト

コ ン ベ ア １ ２ ａ に よ っ て 、 基 板 Ｐ Ｂ を 搬 送 す る 。 部 品 実 装 部 １ ３ は 吸 着 ノ ズ ル １ ３ ａ を 備

え た 実 装 ヘ ッ ド １ ３ Ａ を 、 ヘ ッ ド 移 動 機 構 １ ３ Ｂ に よ っ て 水 平 面 内 方 向 に 移 動 さ せ る 構 成

を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ に お い て 、 部 品 実 装 装 置 ３ の 部 品 供 給 部 １ ４ は 、 基 台 １ １ に 連 結 さ れ る 台 車 １ ５ に

取 り 付 け ら れ た 複 数 の テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ と 、 台 車 １ ５ に 保 持 さ れ て 各 テ ー プ フ ィ ー ダ １

６ に キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ を 供 給 す る 複 数 の テ ー プ リ ー ル １ ８ を 備 え て い る 。 キ ャ リ ア テ ー

プ １ ７ は 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ と ベ ー ス テ ー プ ２ １ の 上 面

に 貼 り 付 け ら れ た カ バ ー テ ー プ ２ ２ を 有 し て 成 る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ３ （ ｂ ） に お い て 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ に は 多 数 の 上 方 に 開 口 し た 部 品 収 納 部 ２ ３ が ベ

ー ス テ ー プ ２ １ の 長 手 方 向 に 一 列 か つ 等 間 隔 に 設 け ら れ て い る 。 各 部 品 収 納 部 ２ ３ に は 部

品 Ｐ Ｔ が 収 納 さ れ て い る 。 カ バ ー テ ー プ ２ ２ は 各 部 品 収 納 部 ２ ３ を 覆 っ て 部 品 Ｐ Ｔ の 脱 落

を 防 止 し て い る 。 カ バ ー テ ー プ ２ ２ は 幅 方 向 の 両 端 部 そ れ ぞ れ の 下 面 に カ バ ー テ ー プ ２ ２

の 長 手 方 向 に 延 び た 筋 状 の 粘 着 部 ２ ２ Ｔ を 有 し て お り 、 こ れ ら 粘 着 部 ２ ２ Ｔ を ベ ー ス テ ー

プ ２ １ の 上 面 に 貼 着 さ せ る こ と で 、 部 品 収 納 部 ２ ３ を 覆 っ て い る 。 ベ ー ス テ ー プ ２ １ の 部

品 収 納 部 ２ ３ の 列 と 平 行 な 位 置 に は 、 多 数 の 送 り 孔 ２ ４ が 一 列 か つ 等 間 隔 に 設 け ら れ て い

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 部 品 実 装 作 業 で は 、 部 品 実 装 装 置 ３ は 先 ず 、 印 刷 装 置 ２ か ら 搬 出 さ れ た 基 板 Ｐ Ｂ を 基 板

搬 送 部 １ ２ に よ り 受 け 取 っ て 作 業 位 置 に 位 置 決 め す る 。 そ し て 、 ヘ ッ ド 移 動 機 構 １ ３ Ｂ に

よ り 実 装 ヘ ッ ド １ ３ Ａ を 移 動 さ せ 、 テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ が キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ を 走 行 さ せ

て 所 定 の 部 品 供 給 位 置 １ ６ Ｋ （ 図 ２ ） に 供 給 す る 部 品 Ｐ Ｔ を 吸 着 ノ ズ ル １ ３ ａ に よ り ピ ッ

ク ア ッ プ し た う え で 、 そ の ピ ッ ク ア ッ プ し た 部 品 Ｐ Ｔ を 基 板 Ｐ Ｂ の 電 極 Ｄ Ｋ に 実 装 す る 。

基 板 Ｐ Ｂ に 実 装 す べ き 部 品 Ｐ Ｔ を 全 て 基 板 Ｐ Ｂ に 実 装 し た ら 、 基 板 搬 送 部 １ ２ が 基 板 Ｐ Ｂ

を 下 流 工 程 側 の リ フ ロ ー 炉 ４ に 搬 出 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 次 に 、 部 品 実 装 装 置 ３ が 備 え る テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ に つ い て 説 明 す る 。 テ ー プ フ ィ ー ダ

１ ６ は 、 こ こ で は オ ー ト ロ ー ド 型 の テ ー プ フ ィ ー ダ で あ り 、 作 業 者 Ｏ Ｐ に よ っ て 供 給 （ 挿

入 ） さ れ た キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ を 自 動 で 引 き 込 ん で ロ ー ド し 、 走 行 さ せ る 。 テ ー プ フ ィ ー

ダ １ ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 台 車 １ ５ に 設 け ら れ た フ ィ ー ダ ベ ー ス １ ５ Ｆ （ 図 ２ も 参 照

） に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 本 体 部 ３ １ に 、 テ ー プ 通 路 ３ ２ 、 ３ つ の ス プ ロ ケ ッ ト （ フ

ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ 、 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ 及 び 主 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ５ ） 、 テ ー プ ガ イ ド

３ ６ 及 び 剥 離 部 材 ３ ７ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ４ に お い て 、 テ ー プ 通 路 ３ ２ は テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ の 本 体 部 ３ １ の 後 端 側 （ 図 ４ の 紙

面 の 左 側 ） か ら 前 端 側 （ 図 ４ の 紙 面 の 右 側 ） に 向 け て 延 び て い る 。 テ ー プ 通 路 ３ ２ の 本 体

部 ３ １ の 後 端 側 の 開 口 は キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 入 口 （ 挿 入 口 ） で あ る テ ー プ 入 口 ３ ２ ａ と

な っ て お り 、 本 体 部 ３ １ の 前 端 側 の 開 口 は キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 出 口 で あ る テ ー プ 出 口 ３

２ ｂ ） と な っ て い る 。 テ ー プ 通 路 ３ ２ は キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 両 側 部 を ガ イ ド す る 図 示 し

な い ガ イ ド 部 を 有 し て お り 、 テ ー プ 通 路 ３ ２ を 走 行 す る キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ が テ ー プ 通 路

３ ２ か ら 脱 落 す る こ と が な い よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ４ に お い て 、 フ ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ は 、 本 体 部 ３ １ の 後 方 下 部 の テ ー プ 通 路 ３ ２

の 上 方 に 設 け ら れ て い る 。 フ ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ は 、 テ ー プ 入 口 ３ ２ ａ か ら テ ー プ 通

路 ３ ２ 内 に 挿 入 さ れ た キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 送 り 孔 ２ ４ に 外 周 歯 （ フ ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト

外 周 歯 ３ ３ Ｔ ） を 係 合 さ せ て 回 転 す る こ と に よ り 、 キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ を 前 方 に 走 行 さ せ

る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ と 主 ス プ ロ ケ ッ ト ３

５ は 、 本 体 部 ３ １ の 前 方 上 部 を 延 び る テ ー プ 通 路 ３ ２ の 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 主 ス プ ロ

ケ ッ ト ３ ５ は 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ の 前 方 に 位 置 し て い る 。 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ は フ ィ ー ド

ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ が 前 方 に 走 行 さ せ た キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 先 頭 部 が 到 達 し た 後 、 キ ャ リ

ア テ ー プ １ ７ の 送 り 孔 ２ ４ に 外 周 歯 （ 副 ス プ ロ ケ ッ ト 外 周 歯 ３ ４ Ｔ ） を 係 合 さ せ て 回 転 す

る こ と に よ り 、 キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ を 前 方 に 走 行 さ せ る 。 主 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ５ は 、 副 ス プ

ロ ケ ッ ト ３ ４ が 走 行 さ せ た キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 先 頭 部 が 到 達 し た 後 、 キ ャ リ ア テ ー プ １

７ の 送 り 孔 ２ ４ に 外 周 歯 （ 主 ス プ ロ ケ ッ ト 外 周 歯 ３ ５ Ｔ ） を 係 合 さ せ て 回 転 す る こ と に よ

り 、 キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ を 走 行 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 テ ー プ ガ イ ド ３ ６ は 本 体 部 ３ １ の 前 方 上

部 に 設 け ら れ て い る 。 テ ー プ ガ イ ド ３ ６ は 、 天 井 部 ３ ６ ａ と 天 井 部 ３ ６ ａ の 両 側 部 か ら 下

方 に 延 び た ２ つ の 側 壁 部 ３ ６ ｂ を 有 し て お り 、 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ 、 主 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ５

及 び 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ と 主 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ５ の 間 の テ ー プ 通 路 ３ ２ を 上 方 か ら 覆 っ て い

る 。 テ ー プ ガ イ ド ３ ６ は ２ つ の 側 壁 部 ３ ６ ｂ に よ っ て キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 幅 方 向 の 両 側

部 を ガ イ ド し 、 天 井 部 ３ ６ ａ に お い て テ ー プ 通 路 ３ ２ 内 か ら の キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 脱 落

を 防 止 す る 。 テ ー プ ガ イ ド ３ ６ の 天 井 部 ３ ６ ａ の 主 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ５ よ り も 前 方 の 位 置 に

は 、 キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ に よ っ て 部 品 供 給 位 置 １ ６ Ｋ に 位 置 さ れ た 部 品 Ｐ Ｔ を 吸 着 ノ ズ ル

１ ３ ａ に よ っ て 取 り 出 す た め の 部 品 取 出 し 開 口 ３ ６ Ｋ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ５ 、 図 ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） 及 び 図 ７ に お い て 、 剥 離 部 材 ３ ７ は テ ー プ ガ イ ド ３ ６ の 天 井

部 ３ ６ ａ の 下 面 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 テ ー プ ガ イ ド ３ ６ の 下 方 を 後 下 方 に 向 け て 延 び て

い る 。 剥 離 部 材 ３ ７ は 、 テ ー プ 通 路 ３ ２ の う ち テ ー プ ガ イ ド ３ ６ に よ っ て 覆 わ れ る 部 分 を

走 行 す る キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ に 対 し 、 部 品 収 納 部 ２ ３ 側 に 寄 っ た 位 置 に 設 け ら れ て い る （

図 ８ ） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ８ 、 図 ９ 、 図 １ ０ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） 及 び 図 １ １ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 す

よ う に 、 剥 離 部 材 ３ ７ は 、 テ ー プ 通 路 ３ ２ の う ち テ ー プ ガ イ ド ３ ６ に よ っ て 覆 わ れ た 部 分

と ほ ぼ 平 行 に 延 び た 上 面 （ ガ イ ド 面 ４ １ と す る ） と 、 ガ イ ド 面 ４ １ に 対 し て ほ ぼ 直 交 す る

面 か ら 成 る 押 圧 面 ４ ２ と を 有 し て お り 、 下 端 に は 先 端 が 尖 鋭 状 に 形 成 さ れ た 先 端 部 ４ ３ を

備 え て い る 。 先 端 部 ４ ３ は 断 面 （ 剥 離 部 材 ３ ７ の 延 び る 方 向 に 対 し て 垂 直 に 切 断 し た 場 合

の 断 面 ） が 上 方 に 湾 曲 し た 形 状 を 有 し て お り 、 そ の 湾 曲 し た 上 面 は 、 後 方 か ら 前 方 に 向 け

て 徐 々 に 高 さ が 高 く な る 傾 斜 面 ４ ４ と な っ て い る 。 傾 斜 面 ４ ４ は ガ イ ド 面 ４ １ と な だ ら か

に 接 続 し て い る 。 こ こ で 、 図 １ ０ （ ａ ） は 図 ８ の Ａ － Ａ 端 面 図 で あ り 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 図

８ の Ｂ － Ｂ 端 面 図 で あ り 、 図 １ ０ （ ｃ ） は 図 ８ の Ｃ － Ｃ 端 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ １ （ ａ

） は 図 ８ の Ｄ － Ｄ 端 面 図 で あ り 、 図 １ １ （ ｂ ） は 図 ８ の Ｅ － Ｅ 端 面 図 で あ り 、 図 １ １ （ ｃ

） は 図 ８ の Ｆ － Ｆ 端 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 剥 離 部 材 ３ ７ の 先 端 部 ４ ３ は 、 剥 離 部 材 ３ ７ の 下 方 の テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 を 走 行 す る キ ャ

リ ア テ ー プ １ ７ の ベ ー ス テ ー プ ２ １ と カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 間 に 位 置 し て い る 。 押 圧 面 ４ ２

は 、 相 対 走 行 す る キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 幅 方 向 に 対 し て 斜 め に 延 び て い る （ 図 ７ 、 図 ８ 及

び 図 ９ ） 。 ガ イ ド 面 ４ １ 上 の 傾 斜 面 ４ ４ と の 接 続 部 に は 、 下 方 に 窪 ん だ 形 状 の 凹 面 部 ４ ５

が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ ０ （ ｃ ） 及 び 図 １ １ （ ａ ） ， （ ｂ ） も 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 作 業 者 Ｏ Ｐ が キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 先 頭 部 を テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ の テ ー プ 入 口 ３ ２ ａ か

ら テ ー プ 通 路 ３ ２ 内 に 挿 入 す る と 、 フ ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ が 回 転 し 、 キ ャ リ ア テ ー プ

１ ７ は テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 を 前 方 に 走 行 す る 。 テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 を 前 方 に 走 行 し た キ ャ リ ア

テ ー プ １ ７ は 、 送 り 孔 ２ ４ が 副 ス プ ロ ケ ッ ト 外 周 歯 ３ ４ Ｔ と 係 合 し た と こ ろ で 副 ス プ ロ ケ

ッ ト ３ ４ に よ っ て ピ ッ チ 送 り さ れ る 。 キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ が 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ に よ っ て
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ピ ッ チ 送 り さ れ る よ う に な る と 、 フ ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ に よ る キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の

送 り 動 作 は 停 止 さ れ 、 以 後 、 フ ィ ー ド ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ は キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ に よ っ て 従

動 回 転 さ せ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ が 副 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ４ に よ っ て ピ ッ チ 送 り さ れ 始 め る と 、 キ ャ リ ア

テ ー プ １ ７ の 先 頭 部 は 剥 離 部 材 ３ ７ の 先 端 部 ４ ３ に 差 し 掛 か り 、 剥 離 部 材 ３ ７ は 、 ベ ー ス

テ ー プ ２ １ か ら カ バ ー テ ー プ ２ ２ を 剥 離 す る 。 以 下 、 図 １ ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） 、 図

１ ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） 及 び 図 １ ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） を 用 い て 、 剥 離 部 材 ３ ７

に よ っ て ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら カ バ ー テ ー プ ２ ２ が 剥 離 さ れ る 手 順 （ カ バ ー テ ー プ 剥 離 方

法 ） を 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ ３ （ ａ ） は 図 １ ２ （ ｃ ） の Ａ － Ａ 端 面 図 で あ り 、 図 １ ３ （

ｂ ） は 図 １ ２ （ ｃ ） の Ｂ － Ｂ 端 面 図 で あ り 、 図 １ ３ （ ｃ ） は 図 １ ２ （ ｃ ） Ｃ － Ｃ 端 面 図 で

あ る 。 ま た 、 図 １ ４ （ ａ ） は 図 １ ２ （ ｃ ） の Ｄ － Ｄ 端 面 図 で あ り 、 図 １ ４ （ ｂ ） は 図 １ ２

（ ｃ ） の Ｅ － Ｅ 端 面 図 で あ り 、 図 １ ４ （ ｃ ） は 図 １ ２ （ ｃ ） の Ｆ － Ｆ 端 面 図 で あ る 。 な お

、 図 １ ２ （ ｃ ） 中 の Ａ － Ａ ， Ｂ － Ｂ ， ・ ・ ・ ， Ｆ － Ｆ の 剥 離 部 材 ３ ７ に 対 す る 位 置 は 、 図

８ 中 の Ａ － Ａ ， Ｂ － Ｂ ， ・ ・ ・ ， Ｆ － Ｆ の 剥 離 部 材 ３ ７ に 対 す る 位 置 と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 剥 離 部 材 ３ ７ に よ る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 で は 、 先 ず 、 テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 を 走 行 す る キ

ャ リ ア テ ー プ １ ７ に 対 し 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ と カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 間 に 先 端 部 ４ ３ を 割 り

入 ら せ て （ 図 １ ２ （ ａ ） ） 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 幅 方 向 の 一 方 の 端

部 （ こ こ で は ベ ー ス テ ー プ ２ １ の 端 部 側 の 端 部 で あ り 、 外 側 端 部 と 称 す る ） を 分 離 さ せ る

（ 分 離 工 程 。 図 １ ３ （ ａ ） → 図 １ ３ （ ｂ ） ） 。 具 体 的 に は 、 剥 離 部 材 ３ ７ の 先 端 部 ４ ３ の

上 面 に よ っ て カ バ ー テ ー プ ２ ２ を ベ ー ス テ ー プ ２ １ に 対 し て 持 ち 上 げ つ つ 、 先 端 部 ４ ３ の

外 側 端 部 側 の エ ッ ジ に よ っ て 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 外 側 端 部 の 粘 着 部 ２ ２ Ｔ を ベ ー ス テ ー

プ ２ １ か ら 引 き 剥 が す （ 図 １ ３ （ ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 先 端 部 ４ ３ に よ っ て カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 外 側 端 部 を ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら 分 離 さ せ た ら

、 テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 を 走 行 す る キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ に 対 し 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら 分 離 さ

せ た カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 外 側 端 部 を 押 圧 面 ４ ２ に よ っ て 下 方 に 押 し 下 げ た 後 （ 図 １ ２ （ ｂ

） 及 び 図 １ ３ （ ｃ ） ） 、 押 圧 面 ４ ２ に よ っ て 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ を そ の 幅 方 向 に 押 圧 し て

カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 他 方 の 端 部 （ ベ ー ス テ ー プ ２ １ の 中 央 部 側 の 端 部 。 内 側 端 部 と 称 す る

） 側 に 寄 せ て い く 。 な お 、 こ の 過 程 で は 、 テ ー プ ガ イ ド ３ ６ の 天 井 部 ３ ６ ａ で 高 さ 方 向 に

押 圧 し て カ バ ー テ ー プ ２ ２ を コ ン パ ク ト に す る （ 押 圧 工 程 。 図 １ ４ （ ａ ） → 図 １ ４ （ ｂ ）

→ 図 １ ４ （ ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 上 記 押 圧 工 程 で は 、 剥 離 部 材 ３ ７ に よ っ て 外 側 端 部 が 剥 離 さ れ た カ バ ー テ ー プ ２ ２ は 、

内 側 端 部 が ベ ー ス テ ー プ ２ １ に 貼 着 さ れ た 状 態 を 維 持 し つ つ 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 内 側 端

部 側 （ ベ ー ス テ ー プ ２ １ の 中 央 部 側 ） に 寄 せ ら れ て い く （ 図 １ ３ （ ｃ ） → 図 １ ４ （ ａ ） →

図 １ ４ （ ｂ ） → 図 １ ４ （ ｃ ） ） 。 こ の 際 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 外 側 端 部 側 の 部 分 は 、 剥 離

部 材 ３ ７ の 凹 面 部 ４ ５ の 上 面 （ 凹 面 ） に 誘 導 さ れ て 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 下 面 側 で ロ ー ル

さ せ る の で 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ は 内 側 端 部 側 （ ベ ー ス テ ー プ ２ １ の 中 央 部 側 ） に 寄 せ ら れ

る 過 程 で ロ ー ル 状 の 塊 ２ ２ Ｇ （ 図 １ ２ （ ｃ ） 、 図 １ ４ （ ｃ ） 及 び 図 １ ５ ） と な っ て い く 。

こ れ に よ り キ ャ リ ア テ ー プ １ ７ の 各 部 品 収 納 部 ２ ３ は テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ の 部 品 供 給 位 置

１ ６ Ｋ に 到 達 し た 時 点 で 開 放 さ れ た 状 態 と な り 、 吸 着 ノ ズ ル １ ３ ａ に よ る 部 品 Ｐ Ｔ の ピ ッ

ク ア ッ プ （ 吸 着 ） が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 他 方 の 端 部 （ 内 側 端 部 ） 側 は ベ ー ス テ ー プ ２ １ に 貼 着 さ れ

た 状 態 を 維 持 し て い る の で 、 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ ２ ２ は ベ ー ス テ ー プ ２ １ と 一 緒 に 排 出

さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ 上 に 残 る カ バ ー テ ー プ ２ ２ の ロ ー ル 状 の

塊 ２ ２ Ｇ は 排 出 に 適 し た コ ン パ ク ト な 形 状 に な る だ け で な く 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら 分 離

し た 側 の 端 部 （ 外 側 端 部 ） の 粘 着 部 ２ ２ Ｔ を 内 側 に 巻 き 込 ん で い る の で 、 そ の 粘 着 部 ２ ２

10

20

30

40

50



(8) JP  2018-174171  A   2018.11.8

Ｔ が テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ の テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 の 部 材 （ こ こ で は テ ー プ ガ イ ド ３ ６ の 内 面 ）

に 付 着 す る こ と は な く 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の ス ム ー ズ な 排 出 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 剥 離 後

の カ バ ー テ ー プ ２ ２ を 折 り 返 す 剥 離 方 法 よ り も 高 さ 方 向 に 空 間 を 設 け な く て も よ い た め 、

テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る テ ー プ フ ィ ー ダ １ ６ （ 及 び テ ー プ フ ィ ー ダ

１ ６ に お け る カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 ） で は 、 ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら 剥 離 さ せ た カ バ ー テ ー

プ ２ ２ の 一 方 の 端 部 （ 外 側 端 部 ） を 、 剥 離 部 材 ３ ７ の 押 圧 面 ４ ２ に よ っ て 下 方 に 押 し 下 げ

た 後 に カ バ ー テ ー プ の 他 方 の 端 部 側 （ 内 側 端 部 側 ） に 寄 せ て い き 、 カ バ ー テ ー プ の ２ ２ の

ベ ー ス テ ー プ ２ １ か ら 剥 離 さ れ た 側 の 粘 着 部 ２ ２ Ｔ を カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 内 側 に 巻 き 込 む

よ う に し て い る 。 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 粘 着 部 ２ ２ Ｔ は カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 剥 離 後 す ぐ に 、

外 側 に 晒 さ れ る こ と な く 、 カ バ ー テ ー プ ２ ２ の 内 側 に 巻 き 込 ま れ て し ま う の で 、 カ バ ー テ

ー プ ２ ２ が ベ ー ス テ ー プ ２ １ と 一 緒 に 排 出 さ れ る 際 に テ ー プ 通 路 ３ ２ 上 の 部 材 に 付 着 す る

こ と は な く 、 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ ２ ２ を ス ム ー ズ に 排 出 さ せ る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 剥 離 後 の カ バ ー テ ー プ の 粘 着 部 が テ ー プ 通 路 上 の 部 材 に 付 着 す る こ と を 防 止 し て カ バ ー

テ ー プ を ス ム ー ズ に 排 出 さ せ る こ と が で き る テ ー プ フ ィ ー ダ 及 び テ ー プ フ ィ ー ダ に お け る

カ バ ー テ ー プ 剥 離 方 法 を 提 供 す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 １ ６ 　 テ ー プ フ ィ ー ダ

　 １ ７ 　 キ ャ リ ア テ ー プ

　 ２ １ 　 ベ ー ス テ ー プ

　 ２ ２ 　 カ バ ー テ ー プ

　 ２ ３ 　 部 品 収 納 部

　 ３ ２ 　 テ ー プ 通 路

　 ３ ７ 　 剥 離 部 材

　 ４ ２ 　 押 圧 面

　 ４ ３ 　 先 端 部

　 ４ ５ 　 凹 面 部

　 Ｐ Ｔ 　 部 品
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